
第 51 回 全国社会人サッカー選手権 東北予選会 実施要項 

 

１名 称 第51回 全国社会人サッカー選手権大会 東北予選会 

２主 催 東北サッカー協会 東北社会人サッカー連盟 

３主 管 一般社団法人青森県サッカー協会 

４期 日 平成 27 年 8 月 8 日（土）～8 月 10 日（月） 

５会 場 青森県弘前市：弘前市運動公園陸上競技場(天然芝)、球技場(人工芝)  

            岩木山総合公園多目的グランド(天然芝)        

６参加資格 公益財団法人日本サッカー協会及び全国社会人サッカー連盟に登録された、第１種

（準加盟を含む）のチーム（但し、Ｊ1 リーグ、Ｊ2 リーグ、Ｊ3 リーグ、ＪＦＬ、大学連盟、

高専連盟に加盟したチームは除く。）であって、次の資格を有するチームに限る。 

①本年度、公益財団法人日本サッカー協会に加盟登録料及び全国社会人サッカー連盟費を納入済

みのチームであること。 

②各県の予選会の結果、代表権を得たチームであること。 

③東北社会人サッカーリーグ、１部リーグ加盟の 10 チーム 

④参加選手は他チームと二重登録されていないこと。 

⑤外国籍選手は、１チーム 3 名までエントリーすることができる。（準加盟チームは除く。）(同

一試合に同時に出場することもできる。) 

⑥公益財団法人日本サッカー協会発行の｢監督証｣、｢選手証｣を必ず持参し、大会本部で試合ごと

に確認を受ける。 

⑦公益財団法人日本サッカー協会より「クラブ申請」を承認された「クラブ」に所属するチーム

については、同一「クラブ」内のチームに所属する選手を移籍手続きを行うことなく本大会に

参加させることができる。この場合、同一「クラブ」内のチームであれば、複数のチームから

選手を参加させることも可能とする。ただし、適用対象となる選手の年齢は第 2 種年代のみと

し、同一「クラブ」内の 2 種登録チームから選手を参加させることが出来る。第１種・シニア

の年代の選手は適用対象外とする。 

⑧予選から本大会に至るまでに、同一選手が異なるチームへ移籍後、再び同一大会に参加するこ

とは出来ない。 

７参加人員 参加申込みし得る人員は、各チーム役員 6 名、選手 16 名以上 22 名以下とする。監督

が選手として出場しようとする場合は、選手に含まれていなければならない。なお、参加申込

後の選手エントリー・背番号の変更は選手変更届を提出した場合にのみ認める。 

  変更がある場合は、選手変更届を２０部コピーのうえ、各会場の大会本部に提出すること。 

８試合方法  

①2014/2015 公益財団法人日本サッカー協会制定の競技規則による。 

試合の前後半及び延長を通じて必要あるときは 3 名に限り、他の選手と交代することができる。

この交代選手は、参加申込書に登録されている選手で試合前に交代要員として記載提出した 7

名の中からとする。 

 



②本大会中、退場を命じられた選手は、次の１試合に出場できない。その後の処置については大

会規律フェアプレー委員会で決定する。 

③本大会中、通算 2 回の警告を受けた場合は、次の１試合の出場を停止する。 

④本大会中に受けた、退場及び警告累積による出場停止処分は、同一競技会における直近の試合

に適用されるものとする。但し同一競技会において消化しきれなかった場合、残存の出場停止

処分は、当該チームが出場する直近の公式試合において、その処分を消化するものとする。 

⑤試合はノックアウト方式とする。 

⑥試合時間は、80 分とし勝敗が決しない場合は 20 分(前･後半 10 分)の延長戦を実施し、なお決

しないときはＰＫ方式により次回戦進出チームを決定する。 

・ハーフタイムのインターバル：10 分間(前半終了から後半開始まで) 

・延長戦に入る前のインターバル：3 分 

・ＰＫ方式に入る前のインターバル：1 分 

⑦延長があった場合、以降の試合を繰り下げることがある。 

⑧ベンチは大会本部よりグランドに向かって、若い番号のチームを左側とする。 

⑨テクニカルエリア：設置する。 

⑩ベンチに入ることのできる人数：13 名（交代要員 7 名、役員 6 名） 

⑪第４の審判員：任命する。 

⑫ロスタイムの表示：表示する。 

⑬負傷した競技者の負傷を確かめるために入場を許される役員の数:2 名 

⑭装身具：一切の装身具の着用を禁止し、装身具を覆うテープの使用も不可とする。 

⑮試合前のピッチ内アップの時間は 15 分間とし、マッチコーディネーションミーティングの際

指示をする。 

⑯チームが試合開始時刻に遅れた場合は、いかなる理由があろうとも不戦敗扱いになる。なお、

出場チームが棄権した場合は、来年度の本大会に出場できないものとし、その後の処置につい

ては、本大会規律・フェアプレー委員会で決定する。 

９ユニフォーム 本大会実施年度の公益財団法人日本サッカー協会ユニフォーム規定による。 

  但し、以下の項目については特に本大会用として規定を定める。 

①ユニフォーム（シャツ、ショーツ、ストッキング）は、正の他に副として、正と色彩（濃淡）

が異なり判別しやすいユニフォーム色彩を参加申込書に記載し、各試合に必ず携行すること。

（ＦＰ・ＧＫ用共） 

シャツの色彩は、審判員が通常着用する黒色と明確に判断し得るものでなければならない。 

②選手番号は必ず参加申込書に登録した選手番号を付けること。ユニフォームのシャツが縞（縦

縞も横縞も）の場合は、台地（白布地等）（縦 30cm×横 30cm 位）に背番号を付け、判りやす

くすること。 

③参加申込み締切以後のユニフォームの色彩の変更は認めない。 

④ユニフォームへの広告表示については、公益財団法人日本サッカー協会「ユニフォーム規程」

に基づき承認された場合のみこれを認める。なお、会場によって広告掲出料が発生する場合は、

チーム負担とする。 

 



⑤ユニフォームに他のチーム（各国代表・プロクラブチーム等）のエンブレム等が付いているも

のは着用できない。 

10 組み合せ 2 月 28 日、仙台市で開催された、平成 27 年第１回東北 1 種委員会・社会人サッカー

連盟委員会で決定済み。（別紙のとおり。） 

なお、第 51 回全国社会人サッカー選手権大会（10 月 17 日～10 月 21 日、岩手県盛岡市他）へ

は、代表決定戦を勝利した 2 チームが出場する。 

11 参加申込  別紙、参加申込書に必要事項を入力し、所属県サッカー協会宛にデータ送信するこ

と。（所属県サッカー協会のメールアドレスは、事前に確認すること） 

  各県サッカー協会は、記入内容を確認の上、データを青森県サッカー協会事務局まで送信する

こと。  

また、同封のプライバシーポリシー同意書に署名押印し参加申込みと同時に下記あてＦＡＸ送

信すること。 

※原本は、初戦のマッチコーディネーションミーティングの際に提出すること。 

◎申込締切日：平成 27 年７月 24 日（金）12：00 必着 

◎申込書郵送先：〒033-0011 青森県三沢市幸町 1 丁目 6-27 

  一般社団法人青森県サッカー協会 事務局 宛 

   ＴＥＬ：0176-50-2866  

ＦＡＸ：0176-50-2867 

◎参加料：３５，０００円を下記口座へ平成 27 年 7 月 24 日(金)までに銀行振込にて納入する 

 こと。 

 ◎振込先：青森銀行 三沢支店 普通 1179724 

  口座名義：一般社団法人青森県サッカー協会 １種社会人委員会 

        委員長 寺地一美   

※振込人名義は必ずチーム名とすること。 

12 監督会議 監督会議は行わない。（平成 21 年度の大会より） 

13 宿泊申込等  

宿泊、昼食のご要望は東武トップツアーズ（株）八戸支店にお問い合わせください。 

別紙添付資料参照。 

連絡先： TEL0178-43-3720  担当 横澤 学[よこさわ まなぶ] 

14 競技上の注意事項 

①チームの代表者は、試合開始 70 分前までに、メンバー提出用紙、監督証・選手証を各会場の

大会本部に提出すること。なお、メンバー提出用紙のユニフォーム欄は、空欄にて提出のこと。

マッチコーディネーションミーティングで決定後に記入します。 

②試合開始 60 分前に各試合会場の大会本部において、両チームの監督・マッチコミッショナー・

審判団・会場運営責任者の出席によりマッチコーディネーションミーティングを開催する。 

  チーム代表者は、フィールド及びゴールキーパーユニフォームの正・副を持参すること。（ユ

ニフォーム規程にもとづいた物で参加申込書に記載した正・副 2 組のシャツ・ショーツ・スト

ッキングを持参する。） 

③競技者は、キックオフの 7 分前に本部前に集合して、審判員より用具の点検を受ける。装身具：



一切の装身具の着用を禁止し、装身具を覆うテープの使用も不可とする。 

④戦術的指示は、テクニカルエリア内から、その都度ただ１人の役員が伝える事ができる。 

⑤負傷した競技者の負傷の程度を確かめるために入場を許される役員の数：2 名 

⑥交代によって退く競技者は、主審の承認を得た後、近くの境界線からピッチの外に出る。交代

要員は、退く競技者がピッチの外に出た後、試合の停止中に主審の承諾を得てハーフウェイラ

インの所よりピッチに入る。 

⑦競技者の試合中の飲水は、ボールがアウトオブプレー中にタッチラインとゴールライン上にお

いて認められる。 

⑧交替要員のウォーミングアップは、競技場ごとに指定された場所にてピッチ上の競技者と異な

る色のビブス着用で、ボールを使用しないで行う。 

⑨ＰＫ方式が行われる場合は、キャプテンは監督の指示を受ける為に、１分程度自陣のベンチ前

へ行くことができるが、フィールドの外へ出ることは認められない。 

⑩ベンチに入る事ができるのは、試合開始前に届けられた役員 6 名、交代要員最大 7 名の 13 名

に限られる。（交代要員はビブスを着用のこと） 

15 その他 

疑問、不測の事態等が生じた場合には、各会場の競技委員の指示に従ってください。 

 

 

 

 
 

 

 

【問い合わせ先】 

一般社団法人青森県サッカー協会 

1 種社会人委員会 委員長 寺地一美（てらち かずみ） 

TEL  0178-25-4039 

   携帯 090-8256-3384 / 080-5743-1509 

    

   E-mail kazumiran 1955@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 


